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内
閣
総
理
大
臣
の
日
程
管
理
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
〇
第
一
〇
九
号
）
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
二
十

七
日
に
か
け
、
野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
は
沖
縄
県
を
訪
問
し
た
際
、
浦
添
市
に
お
い
て
故
末
次
一
郎
氏
の
像
（
以
下
、
「
末

次
像
」
と
す
る
。
）
を
視
察
し
て
い
る
。
右
に
関
し
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
質
問
の
趣
旨
を
真
正
面
か
ら
受
け
止
め
て
い
な

い
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
再
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
末
次
像
」
を
視
察
す
る
こ
と
に
関
し
、
野
田
総
理
の
秘
書
官
等
が
政
府
部
外
の
民
間
人
に
何
ら

か
の
相
談
を
し
、
事
前
に
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の

沖
縄
訪
問
の
日
程
に
つ
い
て
も
、
故
末
次
一
郎
氏
の
胸
像
の
視
察
を
含
め
て
、
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
が
、
民
間
人
を
含
む

当
該
日
程
に
関
わ
る
関
係
者
に
事
前
に
相
談
し
、
調
整
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、

「
末
次
像
」
視
察
の
日
程
を
担
当
し
た
者
は
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
氏
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
太
田
充
、
金
杉
憲
治
、
河
井

淳
一
、
寺
澤
達
也
、
前
田
哲
、
山
下
史
雄
及
び
吉
田
学
氏
の
う
ち
誰
で
あ
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

「
末
次
像
」
視
察
の
日
程
に
関
し
、
一
の
者
が
、
事
前
に
相
談
し
、
調
整
を
し
た
と
い
う
一
の
答
弁
に
あ
る
「
民
間
人
を

含
む
当
該
日
程
に
関
わ
る
関
係
者
」
と
は
誰
か
、
そ
の
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



三

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
末
次
像
」
視
察
の
日
程
に
関
し
、
野
田
総
理
の
秘
書
官
等
か
ら
相
談
を
受
け
た
政
府
部
外
の
民

間
人
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
等
で
事
前
に
明
ら
か
に
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
な
い
か
、
政
府
と
し
て
具
体
的
に

把
握
し
て
い
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
『
政
府
部
外
の
民
間
人
』
に
よ
る
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ブ
ロ
グ
等
』
を
通
じ
た
動
向
の
一
々
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
把
握
す
る
立
場
に
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い

る
。
右
の
「
把
握
す
る
立
場
に
な
い
」
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
政
府
の
能
力
上
、
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
意
味
か
。

四

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ユ
ー
ラ
シ
ア
二
十
一
研
究
所
の
吹
浦
忠
正
氏
が
自
身
の
ブ
ロ
グ
で
、

「
沖
縄
日
の
丸
二
〇
一
二
年
二
月
二
十
四
日

（
中
略
）
約
三
十
年
間
、
私
が
直
接
お
世
話
に
な
り
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
末
次
一
郎
先
生
は
、
こ
の
人
な
く
し
て
沖
縄

の
祖
国
復
帰
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
人
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
実
は
、
あ
さ
っ
て
（
二
月
二
十
六
日
）
、
沖
縄
を

訪
問
す
る
野
田
総
理
は
、
浦
添
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
わ
が
師
の
胸
像
に
献
花
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
日
ほ
ど
前
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
二
十
一
研
究
所
に
河
井
淳
一
内
閣
総
理
大
臣
首
席
秘
書
官
が
お
見
え
に
な
り
、
詳
細
を
打
ち

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
地
で
は
同
じ
く
師
と
仰
ぐ
川
満
茂
雄
、
安
谷
屋
幸
勇
の
お
二
人
が
接
遇
し
ま
す
。

二



私
は
野
田
総
理
に
は
注
文
し
た
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
厳
し
い
対
応
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
献
花
に
つ
い
て
は
、
門
下
生
の
一
人
と
し
て
素
直
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

戦
後
い
ち
早
く
社
会
運
動
に
と
り
く
ん
だ
青
年
団
体
・
日
本
健
青
会
の
活
動
は
、
『
健
青
運
動
十
五
年
史
』
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ご
指
導
い
た
だ
い
た
末
次
一
郎
先
生
を
中
心
と
す
る
組
織
で
し
た
。

（
中
略
）

沖
縄
問
題
に
取
り
組
む
野
田
総
理
は
、
「
復
帰
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
真
摯
に
取
り
組
み
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
末
次
先

生
の
胸
像
に
真
向
か
い
た
い
」
と
、
河
井
秘
書
官
に
話
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
続
く
私
た
ち
も
沖
縄
の
問
題
を
日
本
全

体
の
大
事
な
問
題
と
し
て
正
面
に
据
え
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

と
の
内
容
の
文
章
を
自
身
の
ブ
ロ
グ
で
つ
づ
っ
て
い
た
と
承
知
す
る
が
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
か
。

五

河
井
秘
書
官
が
吹
浦
氏
に
、
「
末
次
像
」
の
視
察
に
つ
い
て
相
談
を
し
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

六

吹
浦
氏
が
、
四
で
挙
げ
た
ブ
ロ
グ
の
中
で
、
野
田
総
理
が
「
末
次
像
」
を
視
察
す
る
日
程
を
組
ん
で
い
る
こ
と
を
事
前
に

明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
つ
き
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
有
し
て
い
る
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ブ
ロ
グ
は
不
特

定
多
数
の
者
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
場
で
野
田
総
理
の
日
程
を
三
日
前
に
事
前
に
明
ら
か
に
し
、
吹
聴
す
る
こ
と

三



は
、
危
機
管
理
上
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
政
府
の
見
解
如
何
。

七

係
る
吹
浦
氏
の
行
為
は
適
切
で
あ
っ
た
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


